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「おたやさん」の名て咲[1られる 横町の伊勢宮、東側は細 い通 リが入 りくんでいる。その 1本ヵ、「きくよ 小路(こ U I 4} 
うじ)J。昔、 「きくよ」という 料亭ヵ、あって、その名ヵ、その まま小路の名になったとか。名が美しいょっに、
この一帯も独特の情趣を持つ。
道祖神のたつ小さな十字路には、 以前共同水道ヵ、あって、お菜あらいの時期などには、話の花ヵ、咲いていた。

道ヵ、少しふとくなると、横を蛭沢川が流れる 。 その向うは願行寺の墓地。
絹糸のような春雨が降るよいに 、番ヵ、さでもさして通 ってみたい道。ど こからか迷い子のあんずの花ひらカ、

とんでくるかもしtlない。
4 } 

11 
市民の動き

( 3月1日現伝)

総人口 110，639人(+44) 

男 53，994人(+30) 

女 56，645人(+14) 

世 帯数 32，540人(一29)

( )内は前月比です

主な内容
悶分寺資料館、学校、道路 など公共事業重点 1f .........2 ・3ペー ジ
138億円の干!'t億型54年度予算決まる j 

建設に大きく前進、国道上回ノ〈イパス初の売買契約行う ー.3ペー ジ
O歳児保育を実施 二階建ての東部保育園完成一・・ー・…......4ペー ジ

体力づくリにみんなが参加しよう、 スポーツ教室・・・・・・・・・… 5ペー ジ
勤労青少年ホーム、働く婦人の家で各教室の生徒募集一....6ペー ジ

魚、クズの再生利用 (市民の意見) ) 
資源活用広場5月 13日(日)市役所駐車場で開催 j アペー ン

農地を転用する場合は、必す許可 を受けてから・ーー・・ ・・・・・ー・・・ 8ペー ジ

UJ4るい選挙て住みよい上回、知事・県議8目、市議22日投票...9ペー ジ
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三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
初
め
に
、
石
井
市
長
が

五
十
四

年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
(
施
政
方
針
)
を
述

べ
ま
し
た
。

提
案
し
た
議
案
は
、
市
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
生
活
関
連
事
業
の
推
進
と
景
気
の
回
復
を
図
る
五
十
四
年
度
当
初
予
算
。

お
年
寄
り
へ
の
傷
病
見
舞
金
を
引
き
あ
げ
る
上
田
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
の
一
部
改
正
。
西
部
・
塩
尻
地
区
を
対

象
と
し
た
西
部
公
民
館
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
公
民
館
事
業
を
図
る
上
田
市
公
民
館
条
例
の
一

部
改
正
。
働
く
青
少
年
に
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

、
対
象
年
齢
を
引
き
あ
げ
る
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
条
例
の
一
部
改
正
。
市
長
以
下
三
役
、
市
議
会
議
員
、
教
育
長
お
よ
び
非
常
勤
特
別
職
の
委
員
の
報
酬
を
改
訂
す
る

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
上
田
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

な
ど
の
一
部
改
正
。
国
鉄
貨
物
駅
廃
止
反
対
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
六
十
一

一
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
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印
刷
億
円
の
積
極
型
同
年
度
予
算
決
ま
る

えつ報広日
可
幻
認
月
物
立

制
限

時
…
柵

V
予
算
額
企

馴
れ
百
三
十
八
位
凶
千
六
百
丘
十
三
万
一

一

千

円

で
前
年
度
当
初
比

一
二

0
・
丘
%

一

と
学
校
、
国
分
寺
資
料
館
の
建
設
、
保

一

育
闘
の
岡
山
改
築
、
土
木
、
決
林
水
産
業

l

戸

な

ど

公

共

事

業
の
充
実
を
図
る
制
極
的

8

a
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

刊問

、
モ
な
歳
入
は
、
市
税
が
五
十

二
億
七

慌

千

六
百
二
十
三
万
一

下
円
で
全
体
の
三

一

七

・

凶

%
を
山
め
、
つ
い
で
国
庫
支
出

金
の
一
五
%
、

地
ん
交
付
税
の
一
刊

・

四
%、

市
偵
の
一

0
・
三
%
と
な
ゥ
て

い
ま
す
。

予

算

日
年
度
一
般
会
計

18号一

σ) L、
flEシ
〉進ム
tを建
為図設

る 校
?こな

1めど
につ不

r f変 I兄
(わ判
iL策
まペJ
す}廷
。F!J

V
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
企

民
生
費
は
、
J

一卜
六
倍
ム
ハ
下
じ
.h-
一

十
一
万
三
下
円
で
全
体
の

二
六

・
丘
%

建設が決まった国介寺史跡資料館完成予想図
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校舎整備が進む小学校(写真は神科小学校)

V
上
田
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例

A

を
占
め
、
丘
十
三
年
度
で
国
の
指
定
が

終
わ
勺
た
「
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま

ち
」
推
進
学
業
を
市
独
自
で
継
続
し
て

行
く
事
業
代
。
四
月

一
日
真
田
町
に
刷

幽
し
た
「
か
り
が
ね
学
閥
」
へ
の
入
所

措
置
岱
。
老
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
拡
張
の

用
地
購
入
資
。福
祉
住
宅
外
装
工
事
代

ソ
|
ラ
ハ
ウ
ス
シ
ス
テ
ム
を

4
入
し
移

転
新
築
す
る
、
枯
神
薄
弱
者
地
設
「
し

い
の
み
箇
」
建
設
代
。
母
子
政
改
築
仁

下
代
。
城
下
・
神
科
第
一

・
極
印
北
保

育
闘
の
用
改
築
旬
。
同
和
対
策
事
業
な

と
健
康
て
明
る
い
社
会
つ
く
リ
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す

教
育
費
は
、
二
十
三
億
二
千
七
百
三

十
七
万
円

て
全
体
の
一
六

・
八
%
を
i
H

め
、
問

・
北
小
川
子
校
な
ど
小
学
校
五
校

の
明
改
築
作
H

山
浦
国
刷
さ
ん

(
卜L
図

版
)
の
ニ
ル
ド
n
L心
会
生
か
し
た
同
分
存
資

料
館
の
挫
設
仙
川
同
和
教
行
委
託
料

陸
上
競
技
場
改
修
叫
パ
塩
田
中
乍
校
校

画

盲
央

歯

写
が

一

近
ク

.
問

ツ

E
成

チ

ー
由
冗
レ

.
ル
ス
一
ア

・
プ

ド

-
L
V

・レ

一
卜
一
一

イ

メ
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圃

年
公

今

動遷然向同

た
た
く
た
め
改

H
し
ま
し
た

庭
俊
間
照
明
技
術
仁
下
旬
な
ど
乍
比
約

育
、
社
会
教
山
け
の
振
興
と
地
設
の
光
明
、

に
使
わ
れ
ま
す

土
木
貴
は
、
十
九
倍
六
千
六
百
人
卜

八
万
五
千
円
で
全
体
の
一
一
・
一
二
%
を

占
的
、
道
路
の
新
設
改
良
代
断
り
ょ

う
新
設
改
良
代
。

河

川

改

修

代

火

通

安
全
地
設
工
事
資
自
然
巡
動
公
同
の

フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
、
溢
一
は
官

辺
設
置
仁
い
や
代
同
公
凶
総
ん
H

体
行
肘
開

設
計
委
託
料
「
山
川
市
民
給
地
へ
の

児
市
一
仏
場
設
抗
工
小
ド
代

市
街
仏
宅
住

設
山
口
公
共
下
水
道
下
条
へ
の
総
出
全

な
ど
は
川
市
川
活
動
や
市
民
生
活
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す

農
林
水
産
業
費
は
、
十
五
位
間
千
三

卜
九
万
円
て
全
体
の
一
一
・
一
%
を
山

め
水
間
利
用
同
制
刈
策
叫
H
J

地
域
民
政

特
別
利
日
取
が
た
の
小
削
地
位
土
地
込
般
血
税

倫

共

同

利

刷

機

凶

咋

人

納

助

金

外

来
凶
で
ほ
改
柏
市
口
が
た
の
林
道
開

A
ほ
か
各

付
が
業
納
助
金
同
和
地

K
能
主
依
胤
一

山
口
減
聞
東
北
部
、
温
出
南
部
ほ
場
新
偽

札
附
助
金
州
民
村
総
ヘ
日
杉
山
川
モ
テ
ル
慌
た

叫H
A
h

と
必
た
の
近
代
化
の
允
A
引
い
一
位
わ

川
ま
す

』

-商
工
費
は
、
十

二
倍
-
一

f
h
h
九

1

.
-
M
川
て
ん
t
体
的
九
・
八
%
を
山
め
、

小
小
か
法
融
資
品
川
止
令
川
和
付
添
融

資品川
J

山
全
引
…
切
符
件
七
六
令
、
制
祉

り
H
r
中
町
ふ
似
品
川
託
令
し一
泊
仁
会
ぷ
一
的
な
と

尚
し
同
体
納
助
金
川
町
社
合
能
冷
協
会

会
斗
料

l
小
勤
労
v
n
h川
Mm
協
ぷ
会
倒

的
余
上
川
公
同
内
児
市
滋
札
地
一
'
}

h

，A
一‘が
v
t
-
-

J
J
J
4
1
ルセ

j
出
ド
ト
し

ー

f
f
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し
・
附
%
を
山
め

う
い
て
同
時
文
出
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i
w
I
叫
州
げ
た
と
イ
川
村
山
れ
ん
、
川
川

内州民
U

川
一
を
凶
る
た
め
仁
川
氏
わ
れ
ま
す

ふ
の
ほ
か
に
、
消
防
代

り
ニ
ト
九
メ

ー
ト
ル
純
は
し
-
一
小
川
納
入
行
総
務
代

的
小
制
人
卜
川
年
正
念
が
班
点
作
一
山
間
中

仙川
の
州
院
れ
陥
許
制
〆
付
入
れ

判

令

麻

し
ん

F
刷
機
付
A
K
A
料
，
家
庭
雑
排
水

浄
化
そ
う
の
県
川
品
川
を
図
る
仙
肋
全

去
と
に
似
わ
れ
ま
す

U
A

年
度特
別
企
業
会
計

同
日
以
位
脱
保
険
下
業
会
計
る
ど

の
特

別
会
計
と
企
業
会
計
九
会
計
て、

川
卜

八
位

一
下
ん
れ
六
十

一
万
七

T
円
と
、

前
年
度
当
初
に
比
し
て
五
位
六
千
七
百

八
十
万
六
千
円
閉
め
一

一
三

・
凹
%
の

伸
び
と
な

ゥ
て
い
ま
す
。

例

止
し
ま
し
た
。
(
凶
述
記
下
八
ペ
ー
ジ

)

V
上
田
市
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
企

精
神
簿
弱
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
代
公

代
負
判
は
、
話
一度
の
皆
さ
ん
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
適
用
範
囲
を
拡

大
し
て
、
精
神
薄
弱
者
の
皆
さ
ん
の
が
附

祉
の

明
進
を
図
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
n

条

V
上
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
企

し
以
く
み
取
り
料
金
を
山
円
引
き
あ

け、

十
八
リ

ッ
ト
ル
当
り
八
十
円
に
は
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建設に大き

V
上
田
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
企

お
年
取
リ
へ
の
向
病
比
M
付
金
九
丁
刊

を
一

万
円

に
引
き
あ
げ
る
た
め
改
正
し

ま
し
た
。

V
上
田
市
公
民
館
条
例
A

阿
部
・
山
植
民
地
区
を
刈
仏
製
と
し
た
百

部
公
民
館
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
今

ま
て
の
地
区
公
民
館
を
そ
れ
ぞ
れ
本
館

と
し
、
卜
」
田
市
公
民
館
を
卜
田
中
央
公

民
館
に
改
称
し
、
述
絡
調
終
館
と
し
て

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
公
民
館
市ド
業
を
凶

る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

V
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条
例
企

対
象
年
齢
を
二
十
丘
疎
か
ら
二
十
九

歳
に
引
き
あ
げ
、
大
勢
の
働
く
青
少
年

に
余
暇
活
動
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い

売買契約書に調印する上塩尻地区の皆さん

国
道
十
八
号
線
の
交
通
渋
滞

の
解

消
と
市
の
発
展
を
図
る
た
め
、
建
設

促
進
を
図

っ
て

い
る

H

国
道
上
回
バ

イ
パ
ス
建
設
事
業

(第
一
期
工
事
上

塩
尻

1
住
吉
閉
め
五
・
五
キ
ロ

υ
川)
ω

は、

地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
の
話

し
合
い
を
進
め
て
き
た
結
果
、

上
坂

川
地
区
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
-
一
即
日
解

と
こ
協
力
に
よ
り
、
初
め
て
用
地
の

先
買
契
約
か
成

ι。
凶
道
上
回
バ
イ

パ
ス
実
現
に
山

ゥ
て
大
き
く
前
進
を

は
じ
め
ま
し
た
c

市
の
発
展
に
大
き
な
影
響
力
を
も

っ
「
国
道
上
回
バ
イ
パ
ス
早
期
実
現
」

に
、
全
市
民
あ
げ
て
努
力
し
ま
し
ょ

た
れ
ん
く
た
め
改
正
し
ま
し
た

V
上
田
市
交
通
災
害
共
済
条
例
企

会
長
死
亡
時
の
見
舞
金
を
六
十
万
円

か
ら
七
十
万
円
に
引
き
あ
げ
、
精
神
薄

弱
者
の
皆
さ
ん
の
会
費
を
市
負
仰
と
す

る
と
と
も
に
、
新
規
加
入
と
継
続
川
入

、「ノ。

自1

川町全

上
川

公
凶
内
兇
眠
没
同
地
ア
ト

西部公民館が完成社会教育の充実進仁

の
会
代
を
一

本
化
し
、
が
は
刊
の
ん
い
舟
化

を
図
る
た
め
改
正
し
ま
し
た

V
上
田
市
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
ほ
か
四
条
例

A

市
議
会
議
長
、
市
長
以
下
三
役
、
教

育
長
お
よ
び
非
常
勤
特
別
職
の
委
員
の

報
酬
を
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
を
尊
重
し
て
改
正
し
ま
し
た
。

V
中
高
層
建
築
物
に
よ
る
日
照

障
害
放
送
電
波
障
害
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
企

日
開
…
、
屯
波
障
害
は
、
緯
築
基
-
準
法

の
一
部
改
正
。
県
条
例

の
地
行
に
よ
り

日
影
規
制
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た
こ
と

ま
た
、
放
送
電
波
障
害
は
、
有
線
テ
レ

ヒ
の
普
及
、
お
よ
び
、
市
民
の
皆
さ
ん

相
互
の
話
し
合
い
の
中
で
解
決
さ
れ
て

い
る
現
状
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

国道上回バイパスの幅を決めるくい打ち(上塩尻地区)

昨
年
、
西
上
回
貨
物
駅
が
廃
止
さ
れ

地
域
住
民
に
大
き
な
不
便
を
与
え
ま
し

た
。

こ
の
う
え
、
さ
ら
に
大
屋
駅
貨
物

取
扱
い
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
市
の
経
済

活
動
、
一
般
市
民
生
活
に
お
よ
ぽ
す
彬

響
が
大
き
い
の
で
、
早
急
に
計
画
を
変

一史
し
、
大
屋
駅
の
貨
物
取
扱
い
を
廃
止

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望
し
た

「
国
鉄
貨
物
駅
廃
止
反
対
に
闘
す
る
立

見
書
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

意

見

書
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0歳児保育を実施

報広日
可uu
 

月
物
ロ
使
咋

棚

上

田
市
で
初
め
て
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

附則

|
ト
二
階
建
て
で
、
百
三
十
二
平
方
口

一

と
広
い
乳
児
室
を
備
え
、

0
歳
児
か
ら

一

保
育
を
行
う
H

東
部
保
育
園
。
が
三
月

一

二
十
日
完
成
、
四
月
三
日
に
開
園
し
ま

一

す
。

号
東
部
保
育
園
は
、
市
立
と
し
て
初
め

別

て
昭
和
三
十
一
年
に
開
園
し
ま
し
た
。

第
こ
の
た
め
園
舎
の
老
朽
化
が
激
し
く
、

一

ま
た
、
園
児
が
増
え
閣
が
手
秋
に
な

っ

ν でくだ

上教室」

た
た
め
、
上
回
東
高
校
の
西
側

へ
総
事

業
費
約
一
億
七
千
三
百
二
十
八
万
円
を

債
や
し
て
建
設
し
ま
し
た
。

新
園
舎
は
、
延
面
積

一
千
三
百
三
十

八
平
方

μ
で
、
市
の
平
均
的
保
育
園
の

約
二
・
五
倍
と
広
く
、
園
児
の
定
員
も

二
百
五
十
人
と
市
内
で
一
番
大
き
な
保

育
園
と
な
り
ま
し
た
。

特
色
は
、

0
歳
児
保
育
で
す
。
乳
児

室
に
は
、
乳
児
用
ト
イ
レ
、
も
く
よ
く

〉申込み

完成し 4月3自の入圏式を待つばかりの東部保育園(全景)

設
備
、
調
乳
室
、

え
て
い
ま
す
。

建
物
は
、

二
階
建
て
の
た
め
万
一
の

災
害
な
ど
を
考
え
、
出
入
に
は
屋
外
の

階
段
を
使
い
、
屋
内
階
段
は
使
い
ま
せ

ん
。
ま
た
屋
外
の
階
段
の
横
に
は
ス
ベ

リ
台
を
つ
け
非
常
時
の
脱
出
用
に
使
い

ま
す
。

ロ
ー
ヵ
は
、
雨
の
日
な
ど
に
園
児
の

遊
び
場
と
な
る
よ
う
幅
広
く
(約
三
灯

)

と
っ
て
あ
り
ま
す
。

保
育
室
は
、
採
光
に
気
を
く
ば
り
南

か
東
側
を
向
い
て
い
ま
す
。

長
時
間
保
育
の
希
望
が
多
い
場
合
は

保
護
者
に
保
護
者
会
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
、
自
主
的
に
保
育
し
て
い
た
だ
く

南
部
・
塩
田
中
央
保
育
園
方
式
も
考
、
え

て
い
ま
す
。

は
ふ
く
室
な
ど
を
備寄贈された南側外壁の壁画

はいはい運動や、積木遊びもゆったりできる広々とした筑児室雨天の時の遊び場となる広々としたローカ
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問=4月16日明)から 4月28日仕)までていす。

ただし、「早朝テニス(硬式)教室」の後期は 8月に再募集します。「親子の楽しい陸上教室」

は、 7月16日発行の社会教育うえだで募集します。

申込方法・申込先=参加料を添えて、市役所 4階教育委員会体育課へ申込んでくださし、。小・中学生の申込み

については、保護者の承諾が必要です。

他ー電話、手紙などによる申込みはご遠慮ください。定員になり次第締切ります。

せ=教育委員会体育課 (ft@4100内線555)

初心者を対象とした各種スポーツ教室の生徒を下表によリ募集しますので、次によ リ早自に申込んでくた

さし、。

受付期

特
色
は
、
0
歳
児
保
育
で
す
。
乳
児

童
に
は
、
乳
児
用
ト
イ
レ
、
も
く
よ
く

σ〉
間合

ぞ

お

備準受講料募集範図募集人員所場日施実名室教 ロ
ロロ

パスケ y トボール 2，∞0同|パスケ yトンュ-7'

2，∞0円|バレーボールのでき
る服装

lテニスシュ-;1:.2，仮泊円|
lラケット

I テニスシューズ
2，∞0円|ラケ y ト

ボール代実質

一般男女

一般女子

25名

30名上

市民体育館

同

前期5月9日-7月25日 後期9月5日-ll月初日
毎週水曜日 午後6: 00-8 ∞ 

向 上
毎週水曜日午後 7: 00-9 : 00 

5月8日-10月29日
毎週火曜日 午前 9: oo-ll : 30 

5月1日-6月7日
毎週火・木曜日 午前6: 00-7 : 30 

家庭婦人40名市営西コート
-;>-;>きんテニス
(硬式)

早朝テニス
(硬式)

-;>-;>きんテニス
(軟式)

一般男女120名市営西コート

パド ミン ト ‘ |前期5月15日一 7月31日後期9月14日-ll月27日
/| 毎週火暗日 午後6: 00-8 :∞ 

I 5月8日-ll月30日
毎週火・金曜日午後6:∞-8: 00 

前期5月12日-7月28日 後期9月8日-11月248
毎週土暗日 午後6: 00-8 : 00 

前期 5月12日-9月29日
第1・3土曜日 午前9: oo-ll : 00 

5月13日-11月
毎月第 1・3日曜日

5月初日~豊年3月
毎月第 1・3日曜日

上同2，500円一般男女60名市営東コート上同

2，蜘円It:ヱL

1，ω0円|運動しやすい〈つ

袋2，∞0同|足

一般男女

どなたも参加できま
す。

一般男女

市民体育館 I~卒者認2

25名

50名

市営弓道場

市民体育館

1. 500同 I~4 7L
バレーボーノレのてーき

1，500円|る服装

家庭婦人30名市民体育館
剣道場

小学校5、6年生50名第 2中学校
午前 9:00-11:30 

5月13日-11月
毎月第 1・2・3日曜日

5月6日~翌年3月
毎週日曜日 午前7: 00-9 : 00 

5月12日~翌年3月
毎週土曜日 午後 1: 30-3 : 30 

5月6日~翌年3月
毎週日曜日 午前6・∞-8・00

5月12日~翌年3月
毎週土曜日 午後2: 30-4 : 30 

5月6日-10月14日
第1・3日曜日 午前10:00-12 : 00 

8月7， 8， 9日
午前 9: 3ゅー11: 30 

2，000円|ノマスケット シューズ

同

午前10:00-12: 00 

上 上

竹万

上

同

上国高校第 2 I 各学年25 名 I .L ~~.. ~ c ll=l-I- l_ 2_:~0<?円 lI -u L."'~~ ~ I小学校4、5、6年生|ユ子7有一|運動〈 つグランドほか | 計 75名 I ' J '~1)(" "t" v" v-r.:.:J:.1ム代もみ七|

市民体育館r:.n，AJ I .L~~.. 1:" eb:I.&.- 1 6ヶ月|剣道着50名 |小学校4、5、6年生 IOU :n::'m I 剣道場""1:] I 'J''"'T"1X't" " oJ" U 1I.1 2，400円|はかま、

東小学校 同

2，000円

同上

上

上

神川、神科、東
小学校4、5、6年生

城下、川辺、泉田
小学校4、5、6年生

同

同

60名

40名

30名

北小 学校

中塩田小学校

30-11 : 30 午前9

同

バスケットポール

上

カ

上

y 

同

上同向上30名城下小学校上同

柔道衣(あっせんし
2，∞0問|ます)小学校3、4、5、6年生50名市民体育館

柔道場
道

トレーニングJマンツ1，500円市内小・中学生30名市営相僕場嬢相

〈つ、帽子、手ぬぐい300円小・中学生の綾子1∞名
市営
陸上磁技場

綾子の楽しい
陸上教 室

北海道の新ます

1ぴき500"""'600g

市内のスーパ一、魚屋、農協の売庖で

お求めください。

4月15日(日)の産直
‘、，

動公園を汚きず
楽しい花見をしよう

上回公園をはじめ、市内の公閣の花見の時期となりました。

公閣は市民みんなのものです。次のことを守って楽 しい花見

をしましょう。

1. 公閣の施設を大切にしましょう。

2. 花見の場所取りは禁止されていますのでωやめましょう 。
3. 他人に迷惑をかけないようにしましょう、 ノセ，づP
4. 公園内でのたき火は禁止されています。 ヒ割引置
5. ゴミは各自 で持ち帰 りましよう にf
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対象年齢が29歳に、休館日は日曜日

クラブとスポーツ教室で若さをぶつけよう

く勤労青少年ホーム〉

クラブ員を募集しますので、早自に申込んで29歳までの働く若者を対象に下表により、スポーツ教室、

< 1.ごさし、。
受付期間=4月16日(月)までに、勤労青少年ホームへ必ず来館して申込んでくださし、。

お問合せ=上回市勤労青少年ホーム (ft@7117)

考f詣用

初心者のみ実費

入会は随時

初心者のみ

入会は随時

実費

員人間期目種曜日

え
る

男女各10名4月-6月まで、ン教室トン月

定員なし間年ノ〈ドミントンクラブ月

月 500円

ス 男女各10名

男女各10名

4月-8月まてい

間年ブ

教室

一フ

一
ク

硬式テ

球卓

火

火

入会は随時

入会は随時

初心者のみ

初心者のみ

入会は随時

入会は随時

年間 2，000円
スポーツ保険料

年間 2，000円
スポーツ保険料

用具などの実費

ボール代 } 実費
ポーツ保険/

年間 2，000円
スポーツ保険料

年間 2，000円
スポーツ保険料

定員なし

定員なし

間

間

年

年

ノ〈レーボールクラブ

バスケットボールクラブ

木

木

男女各5名4月-5月までエリー教室チア木

男女各10名4月一 8月まで、ス教室一軟式テ金

定員なし4月-11月まで硬式テニスクラブ土

定員なし4月-11月まで軟式テニスクラブ土

あなたも参加しましょう

働く婦人の家の講座
家庭の主婦、働く婦人を対象に、下表により婦人教室の受講生を募集しますので、早目に申込んでください。

受付期間一 4月15日(日)から21日仕)までに、材料費、テキスト代を添えて申込んでください。

お問合せー上田市働〈婦人の家(宮@2988)

教 室 名 曜日 時 間 講 自市 定員 費 用 期 間

料 理 教 室 月 午後6: 00-8 : 00 上田保健所栄養士きん 24ク8人フス 材料費 5月-2月

習
十，晶司.
教 室 火 午後6: 00-8 : 00 佐藤鶴圏きん 30人 テキスト代 5月-2月

華道教室(草月流) 火 午後6: 00-8 : 00 山崎幸子きん 20人 花 代 6月-12月

着物着付教室 火月 午後6: 00-8 : 00 須員寿美子きん
2クフス 教材費
60人

5月-10月

フラワーデザイン教室 金 午後6: 00-8 : 00 石川美和子きん 30人 材料費 5月-7月

茶道教室(表千家) 金 午後6: 00-8 : 00 山浦きと子きん 20人 茶菓子代 6月-10月

和 裁 教 室 土 午後 1: 30-3 : 30 伊倉光子きん 20人 教材費 6月-10月

郷土のてまり教室 土 午後 1: 30-3 : 30 上原 トシ子きん 20人 材ァキ料ス費ト 6月-10月

リホーム教室 土 午後 1: 30-3 : 30 小林麗子きん 20人 教材費 6月-10月

品
物
の
搬
入
は
、
五
月
十
三
日
同
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
ま
で
で
す
。

マ
販
売
の
申
込
み
・
お
閉
会
せ
A
U
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|市民の意見|

P

魚
4

を
考
え
る

頭
・
骨
・
腹
わ
た
を
再
生
利
用

え

砂
J
狗魚魚
H

は
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
つ

て
欠
〈
こ
と
の
で
き
な
い
食
物
で
す
。

サ.シン
に
か
ぎ
ら
ず
幅
広
〈
調
理
き
れ
て
い
ま

す。
し
か
し
、
魚
ほ
ど
捨
て
る
と
こ
ろ
の

多
い
食
物
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

頭
、
そ
し
て
骨
、
腹
わ
た
、
こ
れ
ら
は

特
殊
な
も
の
を
除
き
ほ
と
ん
ど
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
一
年
間
に
消
費
さ
れ
る
魚
は

一
千
二
百
万
ト
ン
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
半
分
、
六
百
万
ト
ン
が
食
用
に
な

ら
ず
捨
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

一
般
家
庭
か
ら
出
る
。
魚
ク
ズ
。
は

生
ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
場
で
焼
却
さ
れ
ま

す
が
、
魚
市
場
や
魚
屋
か
ら
出
る
も
の

は
、
量
が
多
く
焼
却
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
業
界
や
園
、
市
町
村
な
ど
で

話
し
合
い
、
捨
て
て
し
ま
わ
ず
集
め
て

加
工
し
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

現
在
、
鳩
玉
県
に
工
場
が
あ
り
、
毎

晩
、
業
者
が
収
集
し
て
運
ん
で
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た

J
魚
ク
ズ
。
は
、
加
工

さ
れ
魚
粉
と
な
っ
て
家
畜
の
飼
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヴ一(7)一一一一昭和54年 4月1日 広報

魚
商
組
合
長

竹

内

清
三
き
ん

こ
の
よ
う
な
再
利
用
方
法
は
、
多
額

の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
資

源
の
少
な
い
日
本
で
は
、
再
利
用
で
き

る
資
源
は
、
回
収
し
て
利
用
し
て
行
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
百
カ
イ
リ
の
問
題
を
契
機
に
「
魚

「に運
省運動「
資動」む
源のはだ
」成、を

「果今な
省が年く
エ高でし

1モ里TI市役所駐車場で資源活用広場」
キて目生
I ¥，、、か
」ま年す

がすご市
叫 。と民

みんなで出品

みんなが参加

5月13日(日)開設

むだをなくし

物を生かす

市民運動月間

② 

も
資
源
で
あ
る
」
と
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
も
う
一
度
、
資
源
と
し
て

再
利
用
で
き
る
品
物
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
J

、っカ。

ば
れ
て
い
る
今
回
、
い
っ
そ
う
こ
の
運

動
の
輪
を
広
げ
、
一
人
ひ
と
り
が
物
を

大
切
に
す
る
気
持
.
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

、「ノ。

「
資
源
活
用
広
場
」
は
、
こ
う
し
た

こ
と
を
目
的
に
、
五
月
十
三
日
岡
市
役

所
駐
車
場
を
開
放
し
、
青
空
市
場
方
式

で
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
不
用
品
を
た

く
さ
ん
出
品
し
、
お
互
い
に
「
物
を
生

か
し
て
使
う
」
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
品
目
・
販
売
方
法
〉

マ
一
般
家
庭
の
不
用
品
企

家
庭
用
品
な
ら
な
ん
で
も
け
つ
こ
う

で
す
。
新
・
中
古
品
は
問
い
ま
せ
ん
。

出
口
問
者
自
身
が
販
売
で
き
な
い
場
合

は
、
希
望
価
格
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
し

価
格
査
定
委
員
会
が
適
正
価
格
を
決
め

一
O
%
の
手
数
料
を
つ
け
、
古
物
商
組

合
で
販
売
し
ま
す
。

日間物

の
搬
入
は
、
五
月
十
三
日
同
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
ま
で
で
す
。

マ
商
庖
、
工
場
な
ど
の
処
分
ロ
m
A

在
庫
さ
れ
て
い
る
「
キ
ズ
物
」
「
ハ

ン
パ
物
」
な
ど
の
家
庭
用
品
で
、
市

価
の
半
値
以
下
で
販
売
で
き
る
物
を
対

象
と
し
ま
す
。

販
売
は
、
出
口
問
者
が
行
っ
て
く
だ
さ

マ
販
売
の
申
込
み
・
お
閉
会
せ
ム

資
源
活
用
広
場
へ
の
出
品
、
販
売
を

希
望
す
る
皆
さ
ん
は
、
四
月
二
十
日
出
国

ま
で
に
電
話
な
ど
で
、
資
源
活
用
推
進

本
部
事
務
局
(
生
活
交
通
謀
生
活
係
)

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
七
七
)

手
多
多
手
手
手
手
手
手
多
多
多
手
多
多
多
多
多
多
多
手
手
手
多
多
多
多

くらしを守るあなたの国民年金

⑬ 

国民年金保険料4月から改訂

国民年金法の一部が改正され、保険料が4月 1日から 1か月3，300円に改訂

加入している皆さんは、負担が大きくなるわけですが、将来、老齢年金を受け

されました。

ることを考えていただき ご理解のうえ、ご協力をお願いします。

4月は、国民年金保険料を 1年分 (54年 4月-55年 3月)前納できる月です。

前納されますと、保険料が 960円割引かれお得です。また、年 4回の納入の手

聞が省け、納め忘れなどもなくなります。

前納を希望される人は、自治会の国民年金協力会長さんへ申出てください。

期間は、 4月28日までです。
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島知もせ

3月19日、恒例の太郎山を語る会が行わ

:れました。 53年の最多登山者は、長島の上

:平徳男さん(18歳)で130固も登っています。

;写真は、石井市長(右)から最多登山の「が

;く」を受ける上平さん。

えつ報広
良

地

を
農
地
以
外

の
駐
車
場
、
物
置

一

作

業
場
、
住
宅
用
地
な
ど
に
す
る
場
合

一

は
、
農
地
法

の
定
め
に
よ
り
「
転
用
許

川
川
可
手
続
き
」
を
し
て
、
県
知
事
の
許
可

山
川
を
受
け
な
け
れ
ば
、
埋
め
立
て
、
造
成

問
刷
工
事
は
も
ち
ろ
ん
建
物
を
建
て
る
こ
と

例
制
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

段

近

、
農
地
が
他
の
用
途
に
使
わ
れ

一

る

こ
と
が
増
、
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

一

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
て
い
る
と
思

一

わ
れ
る
も
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

号
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
使
、
っ
場
合

加

は
、
必
ず
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
か

第

ら
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

一

許
可
を
受
け
な
い
で
他
の
用
途
に
使

っ
た
場
合
は
、
農
地
法
の
定
め
に
よ
り

埋
め
立
て
工
事
な
ど
の
行
為
の
停
止
、

ま
た
は
期
限
を
定
め
て
現
状
回
復
の
措

置
を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
農
地
転
用
許
可
申
請
の
手
続
き
は
〉

自
分
名
儀
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合

(
四
条
申
請

)、

自
分
の
農
地
を
売

っ

た
り
貸
し
た
り
し
て
転
用
す
る
場
合

(丘
条
申
請

)
は
、
次
の
書
類
か
必
要

で
す
。
し
か
し
、
農
地
を
売
買
す
る
場

合
は
、

地
元
の
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
に

相
談
し

て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
転
用
申
請
書
。
住
民
票
(
農
地

を
買
い
受
け
る
人

)
。
土
地
謄
本
。
公

図
の
写
し
(
法
務
局
の
も
の

)
、
建
物

だ
さ
い

。

2
、
使
そ
う
の
近
辺
は
、
く
み
取
り
ゃ

す
い
よ
う
か
た
づ
け
て
お
い
て
く
だ

く
だ
さ
い
。

4
、
領
収
証
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

5
、
く

み
取
り

の
申
込
み
は
、
三
、

四

平
面
図
。
配
置
図
。
隣
接
者
の
同・
意
書
。

地
元
自
治
会
の
念
書
。
現
地
案
内
図
。

位
置
図

(二

万
五
千
分
の
一
か
ら
五
万

分
の

こ

。

土

地
改
良
区
の
意
見
書
。

〈
お
問
合
せ
〉

農
業
委
員
会
事
務
局

(
宮
@
四
一

O

O
内
線
三
三
六

・
三
三
七
有
線
②

O
七

六
一
)

一
農
作
物
の

一

お
そ
霜
予
防
対
策
に

一

一
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

一

こ
れ
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
、
お

そ
お
に
よ
る
山
作
物
の
被
害
が
予
怨
さ

れ
ま
す
。

こ
の
予
防
対
策
と
し
て
、
果
樹
絞
培

農
家
を
中
心
に
、
古
タ
イ
ヤ
や
豆
油
な

ど
を
燃
や
し
ま
す
。

こ
の
た
め

H

ス
ス
。
な
ど
が
飛
散
し

ま
す
の
で
、
タ
ん
か
ら
気
温
が
下
が

っ

て、

凶叫
が
少
る
い
晴
天
の
と
き
な
ど
一
泌

が
予
想
さ
れ
る
日
は
、
前
佼
か
ら
屋
外

へ
干
し
物
る
ど
を
だ
さ
な
い
よ
う
ご
注

志
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ラ

ジ
オ
や
テ
レ
ヒ
な
ど
で
毎

日
、
霜
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が
あ
り

ま
す
の
で
お
聞
き
く
だ
さ
い

。

…
小
児
マ
ヒ
予
防

ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

急
性
灰
白
髄
炎

(
小
児
マ
ヒ

)
予
防

の

た

め

ポ

リ
オ
生

ワ
ク
チ
ン
投
与
を

小児マヒ予防接種目程表

十
江
表
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
皆
さ
ん
は
、
各
会
場
て
お
受
け
く
だ

夕
、
い

。

〈該
当
者
〉

①
五
ト
三
年
七
月
一

日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

②
①
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人
。

ぷ尽L1回目 2回目
三 好町会館

4 5 

川辺町 会館 10 I 25 
日日

塩田母子健康セ (刈幽

ンター

新田区民会館
4 5 
月 月

上野が丘公民館 12 29 
日 日

川西社会福祉セ 附 (刈

ンター

農協 神川 支所
4 5 
月 月
13 30 

市健康センペ品
日

附

〉
第
ロ
回

…
植

木

安当E
万之

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

必
ず
許
可
を
受
け
よ
、
っ

会

費

1
材
料
行
-
一
川
=
一

h
川
打
瓜

定
員
・
申
込
先

1
三
十
ゃ
れ
中
部
，
五
刈

た
だ
し
、

山
成
木
満

の
人
に
限
り
ま

す
。

〈
投
与
方
法
〉

六
週
間
以
上

の
間
隔
を
お
い
て
、
二

回

(初
回
・
迫
加
)
経
口
投
与
し
ま
す
，

〈
そ
の
他
〉

二
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の
人
て
、

一二
一同

混
合
予
防
篠
樋
の
予
備
目
、
四
月
ト
九

日、

二
卜
日

に
三
師
混
合
予
防
篠
崎
を

予
定
し
て
い
る
人
は
、
一
回
目
の
投
与

日
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
二
回
目
の
投

与
日
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

〈
は

t
m円

へ
し
尿く
み
取
り
料
金
改
訂

一

4
月
1
日
実
施

~

し
尿
く
み
取
料
金
を
次
の
よ
う
に
改

め
四
月
一
臼
か
ら
実
地
し
ま
す
。

基
本
料
金

1
十
八
リ
y

ト
ル
に
つ
き
八

十
円
で
す
。

付
加
料
金
H
H
す
え
抗
き
ま
し
た
‘
作
業

に
婆
す
る
距
離
か
三
十
メ
ー
ト
ル
を

こ
え
る
場
合

U
卜

川

六

十

メ

ー

ト

ル
を
こ
え
る
場
合
二
百
四
十
円
で
す
。

し
尿
を
く
み
取
っ
て
も
ら
う
場
合
は

次
の
こ
と
に
注
立
し
て
、
く
み
取
り
鼠

や
料
金
の
ト
ラ
ブ
ル
を
き
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ー
、
通
路
に
附
市
内
物
を
泣
か
な
い
で
く

問 LH
L 月

~ ~ 

，i}r 
→ナ

ヒ
ス
ロ軍

宮

cr-T 



均
一
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

許
可
を
受
け
な
い
で
他
の
用
途
に
使

Tご一一一(21152括協日) 第 788

た
さ
い

。

2
、
使
そ
う
の

近
辺
は
、
く
み
取
り
ゃ

す
い
よ
う
か
た

ヴ
け
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

3
、
く
み
取
る
と
き
は
、

立
ち
合

っ
て

を
買

い
受
け
る
人
)
。
土
地
謄
本
。
公

図
の
写
し
(
法
務
局

の
も
の

)
、
建
物

く
だ
さ
い
。

4
、
領
収
証
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
一つ。

5
、
く
み
取
り

の
申
込
み
は
、
三
、

四

目
前
に
し
ま
し
ょ
う。

電

話

の

公

売

え

市
税
な
と
の
滞
納
処
分
に
よ
り
、
上

回
五
報
五
話
局
管
内
の

U
話
加
入
権

の

公
売
を
次
に
よ
リ
行

い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

l
四
月
十
九
日
同
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
、

市
役
所
二
階
第

一
会
議
率
。

方
法
・
台
数
uH
競
争
入
札
。
台
数
に
つ

い
て
は
、
当
日
決
定
し
ま
す
。

電
話
債
券

l
屯
話
債
券
を
買
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
孫
札
後、

数
日

で
架

つ一ー(9)ー一一一一昭和54年 4月 1日 広報

設
さ
れ
ま
す
。

公
売
公
告
の
場
所

1
市
役
所
、
豊
殿

・

塩
問
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税
務

箸
、
上
小
地
方
事
務
所
主
ど
。

そ
の
他
H
H
公
売
当
日
ま
で
に
、

滞
納
者

が
市
税
る
ど
を
完
納
し
た
場
合
は

公
売
を
中
止
し
ま
す
の

で
ご
ぷ
知
く

だ
さ
い
。

入
札
に
参
加
す
る
人
は
、

印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

。

お
問
合
せ

l
収
税
課
収
税
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
四
四
有
線
②

O
六
九

一

)

会

費

1
材
料
貸

一一
凶
三

h
円
位
度
一

定
員
・

申
込
先

l
三
十
取
れ
中
部
近
力

第
A 布吉 12 
月 十回

目 .

ヵ、交~
勺 刀;::

上
回
公
園

と

き

l
四
月
十

一
日
附

1
十
五
日
制

と
こ
ろ

1
上
回
公
園
。

大
勢
の
皆
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者

l
主

に
家
庭
の
主
婦
。

期

間

M
M
四
月
十
九
日
か
ら
六
月
ま
で

の
第

一
・
三
木
曜
日
。

時

間

1
午
後

一
時
か
ら
三
時
三
十
分

ま
で
。

場

所

1
中
部
正
力
側
上
国
営
業
所
会

議
案。 中

電
料
理
教
室

…

願
い
し
ま
す
。

1
、
通
路
に
障
再
物
を
抗
か
な
い

で
く

-
団
常
業
所
サ

l
ヒ
ス
点
自

信

ω

二
凶

C
)

明
る
い
選
挙
で
住
み
よ
い
上
田

V
長
野
県
知
事
選
挙

V
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投

票

日

四

月

八

日

間

候補者を良 〈見て

良 く聞いて

選びまし ょう。

V
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

告

示

四

月

十

二

日

同

投
票
日
四
月
二
十
二
日
回

あ
な
た
も
大
切
な

一
票
で
、
住
み

よ
い

地
域
づ
く
り
に
参
加
し
よ
-
7

m
m
m
m
m
m
m
a
m
m
a
m
m
m総
m
m
m
m俗
的

wmmmお
aaHwmamm待
相
似
待
相
何

m
m
m
m
m
m
m削何
m
m
m削
mmmammamamm総
m
m
a
m
m
m総
総

m
m
m
m
a
m
a
m
m
a
m
m
a
m鈴
m
e
m
m
a
m
m

ご

寄

付

お

礼

マ
上
回
郵
便
局
六
文
会
様
一
万
六
千

円
、
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て。

マ
池
田
英
雄
様

(浦
野
)

絵
本、

昆

虫

記

動

物

記

な

ど

の
書
籍
、
浦
里
小

学
校

へ。

マ

一
市
民

(
匿
名
希
望
)

・
上
回
商
工

会
議
所
様
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
ス
テ

レ
オ
ラ

ジ
オ
カ
セ

ッ
ト
三
個

働

く
婦

人
の
家
、
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

へ
。

マ
藤
極
源
喜
様

(
別
所
温
泉
)

絵
本

十
二
冊

ふ
た
ば
保
育
園

へ
。

マ
小
宮
山
幸
男
様

(中
央
六
)

一
万

円

社

会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
。

マ
上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ

ブ

様

十

万

円

社

会
福
祉
施
設
の
入
居
者

へ。

マ
川
辺
郵
便
局
職
員
一

同
様

一
万
丘

千

円

社

会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
。

マ
中
村

実
様

(黒
坪
)

一
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
。

マ
長
野
県
連
合
青
果
側
様

ミ
カ
ン
五

十
箱

社
会
福
祉
施
設

へ。

マ
一
市
民

(
匿
名
希
望
)

五
万
円

報
恩
寮

へ

マ
斉
藤
健
二
様

(
神
科
山
口

)

一

万

四
千
四
百
六
十
円
、

竹
馬

十

組

お

金

は
社
会
福
祉
事
業
資
金

へ
、
竹
馬
は
原

峠
保
養
圏

、

マ
関

章
三
様

(
下
曲
町

)

蜂
密
チ

ュ
ウ
ブ
入
三
十
本
報
恩
師
吠

へ。

マ
森
川
勝
良
様

(
蒼
久
保
)

ラ
ジ
オ

カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
レ

コ
l
タ

l

し
い

の
み
園

へ。

社
会
福
祉
事

マ

愛

和

会

様

十

万

円

業
資
金
と
し
て
。

マ
附
田
中
工
務
庖
様
十
万
円

福
祉
事
業
資
金
と
し
て
。

マ
日
本
専
売
公
社
上
回
工
場
様

こ

五

百

十

個

報

思

寮

へ。

マ
上
回
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
織

ん
七

箱

報

恩

寮

へ。

マ

一
市
民

(
匿
名
希
望

)

み
か

ん
十

五

箱

報

恩

寮

へ

マ
上
田
市
農
業
協
同
組
合
様
カ

l
プ

ミ
ラ

l
三
十

一
基

交

通

安

全

設

備

と
社
会

し
て
マ
浦
里
農
業
協
同
組
合
様
カ

l
プ
ミ

ラ
!
三
基
交
通
安
全
設
備
と
し
て

マ
塩
田
農
業
協
同
組
合
様
カ

l
プ
ミ

ラ
|
十
六
基
交
通
安
全
設
備
と
し
て

マ
絞

川

隆

機

(
吉
田

)

ベ

ル
ト
マ

ゾ
サ
ー

ジ
機

一
台

老

人

福

祉

セ

ン
タ

ー

へ。

マ
オ
ル
ガ

ン
針
附
従
業
只

一
同

僚

十

二
万
円
社
会
悩
祉
事
業
資
金
と
し
て

以
上

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
原
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

T二
ば!

み

カ‘
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(二
月
二
十
八
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

上
塩
尻

築

地

原

キ

ヨ

さ

ん

飯
島
万
五
郎
さ
ん

打
田
隆
夫
さ
ん中
央
三
(
馬
場
町
)
七
二

竹

花

正

男

さ

ん

中

組

五

六

七
-

自
分
が
満
員
電
車
の
中
で
足
を
踏
み

つ
け
ら
れ
た
ら
、
大
声
で
抗
議
す
る
人

で
も
他
人
が
酔
っ
ぱ
ら
い
に
か
ら
ま
れ

て
い
て
も
知
ら
ぬ
顔
を
し
続
け
ま
す
。

(以
上
前
号
に
掲
載
)

つ
ま
り
、
そ
う
し
て
い
て
も
自
分
は

な
ん
の
痛
み
も
感
じ
な
い
で
い
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
部
落
問
題
も
自
分
と
は
な

ん
の
関
係
も
な
い
こ
と
だ
と
考
、
え
て
い

る
か
ら
こ
そ
放
っ
て
お
け
る
の
だ
と
い

え
ま
す
。

し
か
し
、
部
落
問
題
を
は
じ
め
わ
が

国
に
あ
る
男
女
差
別
、
家
柄
差
別
、
学

歴
差
別
、
身
障
者
差
別
な
ど
、
も
ろ
も

ろ
の
差
別
は
決
し
て
私
た
ち
と
無
関
係

な
の
で
は
な
く
、
実
は
た
い

へ
ん
大
き

桜

台
院

内

上
田
原

桜

台

七
八
七
八

中
原
粂
夫
さ
ん

富
島
乃
ぶ
子
さ
ん

堀

内

も

さ

ん

島
畑

進

さ

ん

島
形
寿
美
子
さ
ん

緑
が
丘
三

(
緑
が
丘
北
)
五
一

小

林

鶴

治

さ

ん

諏

訪

形

八

回

大

井

馨

き

ん

神

畑

八

七

松

川

庄

三

さ

ん

吉

田

七

回

中
村
よ
ね

さ

ん

長

入

八

五

中

村

為

誉

さ

ん

小

井

田

八

三

小
林
巌
豊
き
ん大
手
一

(
大
手
町
)
八
八

阿
部
久
作
さ
ん
中
央
二

(本
町
)
六
三

宮

下

て

る

子

さ

ん

諏

訪

形

七

三

飯

島

弘

和

さ

ん

依

和

二

な
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ど
ん
な
場
面
で
か
か

わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

好
き
な
人
が
た
ま
た
ま
同
和
地
区
の

人
で
あ
っ
た
。
部
落
差
別
の
た
め
に
親

や
親
類
に
反
対
さ
れ
て
結
婚
で
き
な
い

若
い
二
人
が
結
婚
に
踏
み
切
っ
て
も
、

結
婚
式
に
身
内
が
出
席
し
な
い
、
そ
の

後
の
つ
き
合
い
も
ま
と
も
に
で
き
な
い
。

と
い
っ
た
事
例
は
、
決
し
て
め
ず
ら
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
事

例
で
の
被
害
者
は
部
落

の
人
だ
け
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
基
本
的
人
権

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
結
婚
の
自
由
」
が

部
落
差
別
に
よ

っ
て
侵
さ
れ
て
お
り
そ

の
被
害
者
は
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

五八六五
四 O 九九

石

神

諏
訪
形

和
田
き
た
め
さ
ん

窪

田

恒

さ

ん

松

久

光

さ

ん中
央
一

中

沢

理

さ

ん常
国
二
(
上
常
回
)
六
七

宮

沢

喜

能

さ

ん

中

吉

田

八

四

藤
沢
常
夫
さ
ん中
央
官
木
(
上
川
原
)
六
九

滝

沢

今

朝

雄

さ

ん

川

辺

町

七

六

竹

下

り

う

さ

ん

山

田

七

三

上

野

き

く

さ

ん

半

過

八

二

平
林
小
百
合
さ
ん
ひ
ば
り
が
丘
六
四

西

谷

俊

子

さ

ん

院

内

六

一

小
見
山
あ
き
さ
ん

材
木
町
二

(
材
木
町
)
九
三

若

林

総

長

さ

ん

浦

町

八

四

(
鷹
匠
町
)
七
三

の
周
固
め
人
び
と
み
ん
な
で
あ
る
と
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
失
業
者
や
低
所
得
労
働
者
と
い

う
人
た
ち
の
存
在
が
、
わ
が
国
の
賃
金

や
労
働
条
件
を
低
く
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
国
民
全
体
の
生
活
向
上
を
結
果
的

に
さ
ま
た
げ
て
い
る
の
で
す
。
も
し
失

業
者
や
低
所
得
労
働
者
の
問
題
が
解
決

さ
れ
た
な
ら
国
民
生
活
全
体
が
底
あ
げ

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
失
業
者
、
半
失
業
者
の
大
き

な
集
団
の
多
く
は
長
い
間
の
差
別
の
結

果
し
い
た
げ
ら
れ
て
き
た
同
和
地
区
の

人
た
ち
な
の
で
す
。

さ
ら
に
、
現
在
市
町
村
が
積
極
的
に

進
め
て
い
る
同
和
対
策
事
業
も
た
だ
同

u
u
u
"引
H』
明
日

U
H
a
m
m
m山
岡
山
山
山
岡
山
川
川
山
岡
山
凹
司

H引
H
M
M
r岡
1川
Y"川市
川
同
回

'
z
l
W
E
l
t
T
l
'
T
l
'岡
l
l岡
出
『

和
地
区
だ
け
を
特
別
扱
い
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
的
に

つ
く
り
出
さ
れ
た
身
分
制
度
と
徹
底
し

た
差
別
政
策
と
に
よ
っ
て
基
本
的
人
権

が
奪
わ
れ
た
結
果
、
経
済
的
に
も
、
ま

た
文
化
的
に
も
低
い
状
態
に
お
か
れ
て

い
る
同
和
地
区
を
、
ま
ず
良
く
し
て
い

く
こ
と
は
、
園
、
県
、
市
町
村
と
し
て

当
然
の
義
務
で
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か

も
そ
れ
は
同
和
地
区
だ
け
を
良
く
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
道
路

や
下
排
水
路
が
整
備
さ
れ
、
集
会
施
設

や
遊
園
地
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

同
和
地
区
だ
け
で
な
く
同
和
地
区
以
外

の
住
民
も
、
ひ
ろ
く
そ
の
利
益
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ

づ

く

五七
八七

下
之
郷

土
本
郷

御

所
上
室
賀

児
玉
と
わ
さ
ん

荒
井
逸
次
郎
さ
ん

羽
固
ま
さ
よ
さ
ん

赤
羽
千
代
子
さ
ん

滝
沢
た
め
じ
さ
ん
中
央
北
二

(新
田

)
七
六

馬

場

き

い

さ

ん

八

木

沢

八

三

小
菅
一

信

重

さ

ん

下

郷

八

六

増

沢

徳

蔵

さ

ん

諏

訪

形

七

四

坂

下

よ

志

の

さ

ん

福

田

八

一

赤

羽

義

儀

さ

ん

小

泉

八

O

元

木

新

一

郎

さ

ん

奈

良

尾

八

三

池
田
か
を
る
さ
ん
中
央
二

(海
野
町
)
八
四

竹

内

み

ち

さ

ん

仁

古

田

八

O

勝
野
邦
雄
さ
ん
中
央
二

{
本
町
』
八
四

ひとつ

神の像
11しLミ

四六八八
九二六八

諏
訪
形

倉

升
上
国
原

八
木
沢

三
好
町

東
前
山

下
之
郷

院

内
仁
吉
回

七六八五七七九四/
八七三九五四一七九

中
村
ひ
き
さ
ん

依
図
喜
久
夫
さ
ん

尾
和
す
ゑ
さ
ん

林

義

鉄

さ

ん

斉
藤
益
次
郎
さ
ん

吉
田
い
く
さ
ん

淵
田
栄
盛
さ
ん

滝
沢
良
子
さ
ん

成
沢
忠
勇
さ
ん

飯
島
万
衡
さ
ん中
央
北
一

小
林
も
と
じ
さ
ん中
央
ニ

(横
町
)
七

i

高
寺
里
字
さ
ん緑
が
丘
一
(
新
屋
)
七
六

金

子

と

ら

さ

ん

五

加

九

O

宮

崎

と

し

さ

ん

小

泉

七

二
(
新
図
)
七
三
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